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■契約募金贈呈式概要

入社式で介助犬の育成・普及に161.3 万円寄付。

株式会社ウィル 

■「契約募金」について
当社おける、　□不動産仲介取引・受託販売の契約１件につき1,000円

　□自社開発物件の引渡し１件につき10,000円

日　時：2022 年 4月 1日 （金）10時半～（9時半からの入社式の後に開催）
場　所：アピアホール（宝塚市逆瀬川１丁目2-1 アピア1  5階）
寄付先及び寄付額：
１. 特定非営利活動法人兵庫介助犬協会へ 110 万円
２. 公益財団法人 毎日新聞大阪社会事業団 「シンシア基金」へ 51.3 万円
　   （シンシア基金に寄せられた浄財は補助犬の育成・普及に役立てられます）

　　　　

↑昨年実施の際の、関係者と新入社員による記念写真（2021.4.1 撮影）※撮影時のみマスクを外しました

↑昨年の様子（2021.4.1 撮影）

　

介助犬 デイジーPR犬ココス
日本介助犬使用者の会会長

兵庫介助犬協会理事長
北澤光大さん

木村佳友さん

不動産・リフォーム・広告制作・コンサルティング事業を手がける株式会社ウィル（本社：兵庫県宝塚市、代表取締
役社長 坂根勝幸、東証２部：3241）は、来る 2022 年 4月 1日（金）、新入社員入社式にて 1,613,000 円を兵庫介助犬
協会等に贈呈しますのでお知らせ致します。※新型コロナウイルスの影響により中止または、規模を縮小する場合がございます。

株式会社ウィルは、2010 年 1月より「契約募金」制度を開始しました。「契約募金」制度とは、顧客が当社を利用して
住まいを購入した場合、自動的に募金ができる制度です。これらの積み上げによる 2021 年（2021 年 1月～12 月契
約分）の募金総額は、1,613,000 円となりました（本募金制度開始時からの累計額は、15,750,000 円）。来る４月 1日
（金）、全社員が出席予定の入社式の場において、契約募金を贈呈致します。贈呈式後は、兵庫介助犬協会の PR犬によ
るデモンストレーションを行い、全社員に対し介助犬への理解促進を図ります。新入社員は、入社初日に自社の社会
貢献活動について理解を深めます。 介助犬の育成・普及支援は、持続可能な開発目標（SDGs）の 10 番目の目標「人や
国の不平等をなくそう」に該当すると考え、今後も一企業市民として積極的な啓発活動に取り組んで参ります。

を１年間積み上げ、寄付します。寄付先・寄付額は後掲の通りです。募金は当社が負担
するため、顧客は当社を利用することで、介助犬育成・普及の支援のために寄付がで
きます。

新入社員、入社初日にCSR活動の意義・目的を体感する。

↑兵庫介助犬協会の PR 犬が介助犬の仕事を披露
します。写真は昨年の様子。昨年はデビューしたて
の PR 犬で上手くデモンストレーションができず、
何度もトライ。新米 PR 犬の懸命な姿が新入社員た
ちの共感を呼びました。（2021.4.1 撮影）
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■なぜ、介助犬を支援するのか？

■契約募金以外の当社の取り組み

■介助犬の現状
＜実働数の推移＞

▲特定非営利活動法人
2021年度は、2021/04/01～2021/09/30の数値です

 日本補助犬情報センターウェブサイトより

創業以来、宝塚を拠点とし事業を行ってきた当社は、阪神淡路大震災や平成大不況の中、皆様に支えていただきなが
ら事業に勤しみ、現在に至ります。日頃より、本業以外で何か社会に恩返しをしようと考えていたところ、 2003 年 5
月、創業者が介助犬の誕生を扱ったテレビドラマに出逢いました。宝塚が舞台となった 番組中には、私たちの日常に
ある風景が次々と現れ、その中で頑張る主人公（現在、日本介助犬使用者の会会長 木村佳友氏がモデル）と、これまで
頑張ってきた自分たちとがオーバーラップし共感を覚え、介助犬支援活動を起こすに至りました。

この他にも、全拠点に補助犬ステッカーを貼付、自社
ウェブサイトで介助犬を紹介し関連ウェブサイトへ
のリンクボタンを設置、自社ウェブサイトの全ページ
に「介助犬応援マーク」を掲載する等を行っています。
社会貢献活動を一部署の業務としてではなく、社員一
人ひとりがその意識を持ち、
「ささやかを続けよう！」を
合言葉に血の通う活動を続
けて参ります。

広報室 岡田洋子（TEL：0797-74-7272または、080-5811-1328）
までお願い致します。 Email は、yoko.okada@wills.co.jp です。

　住所：兵庫県宝塚市逆瀬川 1-14-39URL http://www.wills.co.jp
＜会社概要＞●創業／ 1993 年●資本金／ 277,780,850 円●東京証券取引所 市場第二部上場 ●社員数／ 267名 ●事業内容／○不動産流通
○リフォーム○リノベーション○開発分譲○賃貸○受託販売○不動産取引派生事業○その他の事業（広告代理、コンサルティング、シェアハウス、教育）
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▲社内行事にて、チャリティフリーマーケットブースを設ける
 （2019 年 5月撮影）

▲地域のイベントでチャリティフリーマーケットを開催
 （2019 年 12 月撮影）

当社オリジナル介助犬応援マーク
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＜地域別の実働数＞ 2021.10.1現在

▲特定非営利活動法人 日本補助犬情報センターウェブサイトの情報より
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介助犬を必要とする人、約15,000人
介助犬の実働数 57 頭

2

＜ご参考＞
盲導犬の実働数：861 頭（2021/3/31 日本盲人社会福祉施設協議会・自立支援部会盲導犬委員会調べ）
聴導犬の実働数：61頭（2021/10/1 厚生労働省調べ）　※盲導犬、聴導犬、介助犬を合わせ「補助犬」と言います。


